
森林に降る雨水が林床に到達すると大部分は地中に浸透し、浸透した水はやがて渓流に流出します。渓流
が降雨時に増水する程度や降雨後に減水する速さは地質によって異なりますが、そのような違いが現れる
具体的な仕組みは詳しく分かっていません。この研究では、降雨時の増水には表層土壌の水分だけでなく、
風化基岩内の地下水の動きが関わっていることを観測によって明らかにしました。古生層堆積岩の流域は、
同じ量の雨が降っても流域が乾燥している時と湿潤な時では水の出方が大きく異なるため、流出の予測が
難しいという特徴があります。この成果は、このような流域の降雨流出予測の精度向上に活用できます。

成果

斜面の中の水の流れ
　森林の土壌は大小さまざまな隙間を持つため、地表に
届いた雨水の大部分を吸収します。地中に吸収された水
は地表よりもゆっくり移動するので、降雨中および降雨
後の渓流水量の増減は緩やかになります。このようにし
て森林は渓流への水流出を平準化していますが、こうし
た水の増え方や減り方は、土壌の下にある基岩の種類や
状態によっても変わります。この研究では、風化層が厚
く発達した古生層堆積岩を基岩とする流域を対象に、風
化基岩内の地下水と渓流水量との関係を調べました。

風化基岩の状態
　岡山市内にある古生層堆積岩流域を対象に、まず風化
基岩の状態を調べるために斜面の中・上部2カ所でボーリ
ング調査を行いました。その結果、この斜面では厚さ
30cm程度の森林土壌の下に、最も深い部分で約16mの
風化層があること、また表層に近いほど亀裂や細粒物質
が多く、基岩の風化が進んでいることが分かりました（図
１）。

風化基岩内の地下水位と渓流水量の関係
　次に、ボーリング調査で掘った孔を利用して風化基岩
内の地下水位を測定し、渓流水量や表層土壌水分ととも
に、降雨時の変化の様子を調べました。その結果、表層
土壌が乾いている時は雨が降っても地下水位や渓流水量
の反応は小さいですが、繰り返し雨が降り表層土壌が湿っ
てくると、雨の度に地下水位が上昇し、同じタイミング
で渓流水量も増えるようになりました（図２）。また、斜
面中部の地下水位が高く上昇するほど渓流水量も大きく
増加していることから、地下水が増えると斜面下方への
水移動も速くなることが分かりました。

降雨流出予測の精度向上に向けた一歩
　古生層堆積岩の流域は、雨の降らない日が続くと渓流
の水量が大きく低下する一方、同じ量の雨が降っても流
域が乾燥している時と湿潤な時では水の出方が大きく異
なるため、流出の予測が難しいという特徴があります。
この研究では降雨時の渓流水量の増加に、表層土壌水分
だけでなく、もっと深い位置にある風化基岩内の地下水
も関わっていることを明らかにしました。今後、古生層
堆積岩流域における降雨流出の予測精度の向上に向けて、
さらに解析を進めます。
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図1
観測斜面の谷筋に沿う縦断面の土層構造
ボーリングコア等から推定しました。地質は尾根側に緩く傾斜した硬砂岩・粘板岩互層の古生
層からなり、主流路には風化基岩が露出しています。

 

 
 

 

図2
降雨イベントに伴う地下水位・渓流水量の経時的変動
期間の始めは斜面各部位で地下水位は観測されませんでしたが、表土層が湿潤になるにつれ降雨に
対する地下水位の反応が敏感となり、渓流水量も大きく変動しました（地下水位は観測可能範囲の
み描画しています）。
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